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【論文等】 

◆ 学会抄録（英文） 

 ◇ 平成 27 年度 

  1. Sawako Okamoto. 
Patient needs and doctor support in patient’s accepting treatment risks. 
International Conference of Communication in Healthcare. 2015 Oct; p.14. 

 

 ◇ 平成 28 年度 

  1. Sawako Okamoto, Miki Hamada, Naoya Obana, Tatsuya Noda, Tomoaki Imamura. 
Changes in DM-patients’ need for support from medical providers according to diagnosis 
phase. 
All Together Better health VIII—Value Based Interprofessional Education and Practice.
2016 Sep; p.54. 

 

◆ 学会抄録（和文） 

 ◇ 平成 27 年度 

  1. 岡本左和子. 
医療の質向上を目指して～患者と医療者を守るため医療コニュニケーション～. 
日本皮膚科学会雑誌. 2015 May; 124(4): 777. 

  2. 喜多村祐里、小川俊夫、馬場武彦、古川彰一、尾川明子、田島哲也、岡本康子、
今村知明、祖父江友孝. 
職域保険者データを用いたメンタルヘルス対策に資する分析についての一考察. 
産衛誌.  2015 May; 57. 

  3. 松本大輔、高取克彦、西田宗幹、松下慎一郎、今村知明. 
転倒・誤嚥予防を目的とした「誤嚥にナラん！体操」の導入の効果～奈良県介護
予防ネットワークの関わり～. 
第 54 回近畿公衆衛生学会 口演・示説要旨集.  2015 May; p.77. 

  4. 西浦聡子、田中康仁、野田龍也、今村知明. 
関節リウマチ患者におけるサプリメント服用要因. 
第 54 回近畿公衆衛生学会 口演・示説要旨集.  2015 May; p.150. 

  5. 康原夏子、岡本左和子、和田千津子、植原慶太、濱田未来、尾花尚弥、今村知明.
医療における国民のリスク認知と意思決定に関する研究. 
第 54 回近畿公衆衛生学会 口演・示説要旨集.  2015 May; p.106. 

  6. 加藤礼識、野田龍也、田村光平、今村知明. 
秋田県上小阿仁村の医師確保問題から学ぶ－高齢化過疎地域の医療を守るために
－. 
第 54 回近畿公衆衛生学会 口演・示説要旨集.  2015 May; p.125. 

  7. 加藤礼識、野田龍也、今村知明. 
玉川温泉地区と仙北市の地域医療体制の協調. 
第 64 回東北公衆衛生学会講演集.  2015 Jul; p.24. 
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  8. 加藤礼識、野田龍也、今村知明. 
湯治目的の重症患者が集う温泉地と地域医療の協調. 
第 68 回日本温泉科学学会大会 講演要旨集.  2015 Sep; p.52. 

  9. 岡本左和子、尾花尚哉、濱田未来、今村知明. 
がん患者の治療前後の状況の変容に伴った支援に関する研究. 
日本ヘルスコニュニケーション学会第７回学術集会 プログラム・抄録集.  2015 
Sep; p.41. 

  10. 井上和也、赤羽学、稲垣有佐、古川彰、清水隆昌、内原好信、谷掛洋平、江川琢
也、川手健次、田中康仁. 
ポリエチレンテレフタレート繊維へのアパタイトコーティングにおける至適バイ
ンダーの検討. 
日本整形外科学会雑誌.  2015 Oct; 89(8):S1738. 

  11. 奥田哲教、堀井謹子、清水隆昌、吉良務、重松英樹、岩田栄一朗、森本安彦、赤
羽学、西真弓、田中康仁. 
脊髄離断ラットへのシート化骨髄間葉系細胞移植における軸索再生、後肢運動機
能改善、再髄鞘化について. 
日本整形外科学会雑誌.  2015 Oct; 89(8):S1517. 

  12. 吉良務、面川庄平、赤羽学、清水隆昌、稲垣有佐、仲西康顕、中野健一、大西正
展、藤間保晶、川手健次、田中康仁. 
血管新生に適した骨髄由来多分化能間質細胞シートの培養条件の検討. 
日本整形外科学会雑誌.  2015 Oct; 89(8):S1603. 

  13. 吉良務、面川庄平、飯田昭夫、仲西康顕、小畠康宣、清水隆昌、中野健一、大西
正展、速水直生、赤羽学、田中康仁、青木光広. 
円回内筋尺骨頭を用いた肘関節内側側副靭帯前斜走線維再建法の検討. 
日本整形外科学会雑誌.  2015 Oct; 89(8):S1742. 

  14. 大西正展、清水隆昌、赤羽学、吉良務、面川庄平、川手健次、田中康仁. 
骨形成細胞シートの同種移植応用への試み. 
日本整形外科学会雑誌.  2015 Oct; 89(8):S1605. 

  15. 谷掛洋平、赤羽学、古川彰、藤間保晶、清水隆昌、内原好信、稲垣有佐、井上和
也、川手健次、田中康仁. 
非破壊的骨形成マーカーとしての培地 Ca 濃度の可能性. 
日本整形外科学会雑誌.  2015 Oct; 89(8):S1761. 

  16. 谷掛洋平、藤間保晶、朴木寛弥、岩田栄一朗、倉智彦、赤羽学、川手健次、田中
康仁、大串始. 
Fetal bovine serum(FBS)コーティング βTCP が骨髄間葉系幹細胞の骨分化促進に及
ぼす影響. 
日本整形外科学会雑誌.  2015 Oct; 89(8):S1580. 

  17. 今井信也、赤羽学、今村知明. 
CT (Computed Tomography) の採算性による地域格差の要因分析. 
医療情報学 プログラム・抄録集.  2015 Nov; 35(suppl.):136. 
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  18. 中西康裕、三宅好子、久保友美子、川田耕平、今中淳二、廣田雅彦、後藤淳宏、
今村知明. 
後発医薬品導入率」「院外処方率」及び「薬剤値引き率」等の変化が病院経営に及
ぼす影響：感度分析による変数ごとの薬剤収益変動と一般線形化による損益分岐
点の検討. 
医療情報学 プログラム・抄録集.  2015 Nov; 35(suppl.):195. 

  19. 小川俊夫、及川恵美子、渡 三佳、田嶼尚子、今村知明. 
ICD-11 改訂作業の現状分析：疾病・死因合同リニアライゼーションの構築作業を
中心に. 
医療情報学 プログラム・抄録集.  2015 Nov; 35(suppl.):143. 

  20. 今村知明、渡邉顕一郎、西本莉紗恵、吉井克昌、野田龍也. 
地域医療構想の実現へ向けての検討（１） ― 全体像の俯瞰 ―. 
日本公衆衛生雑誌.  2015 Nov; 62(10): 478. 

  21. 野田龍也、渡邉顕一郎、西本莉紗恵、吉井克昌、今村知明. 
地域医療構想の実現へ向けての検討（２） ― 課題の整理 ―. 
日本公衆衛生雑誌.  2015 Nov; 62(10): 478. 

  22. 渡邉顕一郎、西本莉紗恵、吉井克昌、野田龍也、今村知明. 
地域医療構想の実現へ向けての検討（３） ― 奈良県における取り組み ―. 
日本公衆衛生雑誌.  2015 Nov; 62(10): 478. 

  23. 西本莉紗恵、今村知明、渡邉顕一郎、吉井克昌、野田龍也. 
地域医療構想の実現へ向けての検討（４） ― 病床機能報告の分析 ―. 
日本公衆衛生雑誌.  2015 Nov; 62(10): 478. 

  24. 吉井克昌、西本莉紗恵、渡邉顕一郎、野田龍也、今村知明. 
地域医療構想の実現へ向けての検討（５） ― 救急搬送の観点から ―. 
日本公衆衛生雑誌.  2015 Nov; 62(10): 479. 

  25. 福住宗久、神奈川芳行、廣田良夫、大石和徳. 
首都圏の鉄道会社における職種別のインフルエンザ罹患に関する疫学研究. 
日本公衆衛生雑誌. 2015 Nov. 

  26. 赤羽学、神奈川芳行、松本伸哉、吉村健清、今村知明. 
対照群健康実態調査との比較における油症患者の症状の世代別傾向. 
日本公衆衛生雑誌.  2015 Nov; 62(10): 220. 

  27. 岡本左和子、野田龍也、濱田美来、尾花尚哉、今村知明. 
治療に伴うリスクの受容と決断のための患者のニーズと医師からの支援. 
日本公衆衛生雑誌.  2015 Nov; 62(10): 299. 

  28. 伊藤雪絵、赤羽学、今村知明. 
地域別にみた気温と熱中症による救急搬送の関係. 
日本公衆衛生雑誌.  2015 Nov; 62(10): 477. 

  29. 神奈川芳行、赤羽学、今村知明、長谷川専、山口健太郎、鬼武一夫、高谷幸、山
本茂貴. 
食品製造施設や物流施設における食品防御対策上の課題について. 
日本公衆衛生雑誌.  2015 Nov; 62(10): 550. 
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  30. 今井信也、赤羽学、今村知明. 
CT 利用率と不慮の事故による死亡率との関係. 
日本公衆衛生雑誌.  2015 Nov; 62(10): 485. 

  31. 加藤礼識、野田龍也、今村知明. 
重症度の高い湯治客が集う温泉地と地域医療体制の協調. 
日本公衆衛生雑誌.  2015 Nov; 62(10): 417. 

  32. 岸本美和、赤羽学、前屋敷明江、鬼武一夫、今村知明. 
花粉症患者における頭痛と黄砂の関係. 
日本公衆衛生雑誌.  2015 Nov; 62(10): 225. 

  33. 康原夏子、岡本左和子、濱田美来、尾花尚弥、今村知明. 
国民の受療意思へのリスク情報の影響に関する研究. 
日本公衆衛生雑誌.  2015 Nov; 62(10): 476. 

  34. 中西康裕、今村知明. 
「後発医薬品導入率」「院外処方率」及び「薬剤値引き率」の変化. 
日本公衆衛生雑誌.  2015 Nov; 62(10): 481. 

  35. 吉本和樹、野田龍也、今村知明. 
高齢者の婚姻状態と日常生活動作との関連について. 
日本公衆衛生雑誌.  2015 Nov; 62(10): 367. 

  36. 小川俊夫、馬場武彦、吉川彰一、小川朋子、田島哲也、岡本康子、喜多村祐里、
今村知明、武藤正樹、祖父江友孝. 
レセプトを用いた職域がん検診の効果と精度の推計手法に関する検討食品製造施
設や物流施設における食品防御対策上の課題について 
日本公衆衛生雑誌.  2015 Nov; 62(10): 271. 

  37. 小川俊夫、芦澤収、八木正行、貫場俊彦. 
保険者によるレセプトを用いた受療行動分析の手法に関する一考察. 
日本公衆衛生雑誌.  2015 Nov; 62(10): 263. 

  38. 岡本左和子. 
患者中心の医療～患者と医療者を守るために～. 
医療の質・安全学会 国際ワークショップ 3 患者中心医療推進のための対話.
2015 Nov. 

  39. 今村知明、副島秀久. 
地域医療ビジョンを考える. 
第 16 回日本クリニカルパス学会学術集会抄録集.  2015 Nov; 17(4): 555. 

  40. 康原夏子、岡本左和子、和田千津子、植原慶太、濱田美来、尾花尚哉、今村知明.
糖尿病の発症・治療状況と社会性の関連に関する考察. 
第 36 回奈良県公衆衛生学会抄録集.  2015 Nov; p.23. 

  41. 吉本和樹、野田龍也、今村知明. 
高齢者の婚姻と日常生活との関連について. 
第 36 回奈良県公衆衛生学会抄録集.  2015 Nov; p.29. 

  42. 吉井克昌、西村基史、野田龍也、今村知明. 
奈良県における救急搬送の現状と課題. 
第 36 回奈良県公衆衛生学会抄録集.  2015 Nov; p.32. 



研究業績（平成 27 年度、平成 28 年度） 
※原著・著書・総説のみ平成 29 年度分を含む 

 

5 
 

  43. 加藤礼識、野田龍也、今村知明. 
湯治目的の重症患者が集う温泉地と自治体の医療体制の協調～秋田県玉川温泉の
事例から～. 
第 36 回奈良県公衆衛生学会抄録集.  2015 Nov; p.32. 

  44. 西本莉沙恵、今村知明、野田龍也. 
奈良県における受診所要時間の分析. 
第 36 回奈良県公衆衛生学会抄録集.  2015 Nov; p.33. 

  45. 岸本美和、赤羽学、前屋敷明江、今村知明. 
花粉症患者における頭痛と黄砂の関係. 
第 36 回奈良県公衆衛生学会抄録集.  2015 Nov; p.22. 

  46. 谷掛洋平、赤羽学、古川彰、藤間保晶、吉良務、内原好信、稲垣有佐、井上和也、
川手健次、田中康仁. 
簡便で迅速な骨形成マーカーとしての培地中 Ca 濃度. 
第 35 回整形外科バイオマテリアル研究会.  2015 Dec; p.33. 

  47. 吉良務、赤羽学、清水隆昌、面川庄平、川手健次、田中康仁. 
ヒツジを用いた大動物での骨形成細胞シートの作製. 
第 35 回整形外科バイオマテリアル研究会.  2015 Dec; p.32. 

  48. 谷掛洋平、赤羽学、古川彰、藤間保晶、清水隆昌、内原好信、稲垣有佐、井上和
也、川手健次、田中康仁. 
培養人工骨の培地 Ca 濃度と移植後骨形成能の関連性. 
日本再生医療学会雑誌 再生医療 増刊号.  2016 Mar; 15(suppl.): 207. 

  49. 赤羽学、清水隆昌、大西正展、吉良務、稲垣有佐、川手健次、今村知明、田中康
仁. 
骨形成細胞シートを用いた同種多植による骨形成促進の試み. 
日本再生医療学会雑誌 再生医療 増刊号. 2016 Mar; 15(suppl.): 295. 

  50. 今村知明. 
我が国におけるフードディフェンス（食品防御）の現状と課題. 
日本薬学会第 136 年会（横浜）シンポジウム. 2016 Mar. 

 

 ◇ 平成 28 年度 

  1. 塚田直子、坂本英子、新井幸代、小玉幸子、森早苗、田村光平、五十里一秋、田
村道子、柳澤智仁、小松崎理香、白井淳子. 
保健所における障害者等歯科支援の取組－歯ミフェスタ・多摩 5 年間のまとめ. 
日本障害者歯科学会雑誌. 2016 Jul; 37(3):374. 

  2. 岡本左和子、尾花尚弥、濱田美来、今村知明. 
がん患者の治療前後の状況の変容に伴った支援に関する研究. 
日本ヘルスコニュ二ケーション学会抄録集. 2016 Sep; p.41. 

  3. 福住宗久、溝口かおる、神奈川芳行、大藤さとこ、福嶋若菜、廣田良夫、大石和
徳. 
首都圏の鉄道会社における職種別のインフルエンザ罹患に関する疫学研究. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 
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  4. 船山ひろみ、田村光平、高澤みどり、山崎嘉久、朝田芳信. 
乳幼児歯科健診および相談事業におけるう蝕に対する事業評価の活用. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct; 63(10): 558. 

  5. 前屋敷明江、杉浦弘明、赤羽学、今村知明. 
特定の食品と環境要因による発疹への影響についての検討. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  6. 吉本和樹、野田龍也、今村知明. 
近隣に住む親戚や知人の存在とがんの罹患率の関連について. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  7. 小川俊夫、馬場武彦、岡本康子、尾川朋子、柳田秀文、矢口秀一、今村知明、 喜
多村祐里、祖父江友孝. 
レセプトデータを用いたがん部位別の終末期医療費の推計. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  8. 加藤礼識、野田龍也、今村知明. 
高齢化過疎地域で起こった医療崩壊要因の検討～秋田県の二つの事例から～. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  9. 今井信也、赤羽学、今村知明. 
放射線検査による術者の白内障リスクの検討. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  10. 岸本美和、山名隼人、野田龍也、西岡祐一、松居宏樹、康永秀生、今村知明. 
DPC データを用いた傾向スコア研究：ARDS 治療薬シベレスタット使用と死亡率
の関連. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  11. 久保慎一郎、野田龍也、新居田泰大 川戸美由紀、山田宏哉、三重野牧子、谷原
真一、村上義孝、橋本修二、今村知明. 
患者調査における平均診療間隔の分布と外来再来患者数の変化. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  12. 新居田泰大、野田龍也、久保慎一郎、今村知明. 
患者調査における在院患者平均入院期間の算出 ～精神科入院を例に～. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  13. 西岡祐一、野田龍也、 赤羽学、山名隼人、松居宏樹、康永秀生、今村知明. 
DPC データを用いた傾向スコア研究：大腿骨近位部骨折の待機手術の是非. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  14. 中西康裕、高橋美雪、今村知明. 
大学病院における医師と看護師の人件費比較. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  15. 吉原真吾、赤羽学、前屋敷明江、今村知明. 
高齢者におけるロコモティブシンドロームと精神的ストレスの関連性. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  16. 今村知明、野田龍也、加藤源太、西本莉紗恵、吉井克昌. 
地域医療構想の現状と広がり（１） ― 研究の全体像―.  
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 
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  17. 野田龍也、久保慎一郎、加藤源太、西本莉紗恵、吉井克昌、今村知明. 
地域医療構想の現状と広がり（２） ―急性期指標―.  
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  18. 加藤源太、久保慎一郎、野田龍也、今村知明. 
地域医療構想の現状と広がり（３） ―大規模レセプトデータの利活用―. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  19. 西本莉紗恵、吉井克昌、野田龍也、今村知明. 
地域医療構想の現状と広がり（４） ―地域医療連携の優良事例―. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  20. 吉井克昌、西本莉紗恵、野田龍也、今村知明. 
地域医療構想の現状と広がり（５） ―救急搬送施策の効果―. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  21. 田村光平、秋野憲一、遠藤浩正、宮田勝. 
都道府県および都道府県歯科医師会におけるＨＩＶ感染症の歯科医療体制整備状
況. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct; 63(10): 566. 

  22. 峯昌啓、野村真里、岡本左和子、今村知明. 
学生主導型 Interprofessional Education(IPE)の実践の効果に関する調査. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  23. 赤羽学、高橋美雪、前屋敷明江、今村知明. 
奈良県における現状から推測した理学療法士の需要予測. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  24. 岡本左和子、野田龍也、濱田美来、尾花尚哉、今村知明. 
治療段階に伴う糖尿病患者のニーズの変化と医療者の支援. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  25. 神奈川芳行、赤羽学、今村知明、長谷川専、山口健太郎、鬼武一夫、高谷幸、山
本茂貴、永田一穂. 
外食産業等における食品防御対策の検討と今後の課題について. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  26. 山名隼人、松居広樹、野田龍也、康永秀生、今村知明. 
疾患別入院数と治療件数の全国集計：全国レセプトデータベース（NDB）を用い
た悉皆調査. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  27. 和家佐日登美、山田全啓. 
地域在宅医療連携体制の構築と保健所の役割～都道府県医療介護連携実証事例事
業から～. 
日本公衆衛生雑誌. 2016 Oct. 

  28. 赤羽学、清水隆昌、大西正展、奥田哲教、吉良務、今村知明、川手健次、田中康
仁. 
骨形成細胞シートを用いた同種移植による骨形成. 
日本整形外科学会雑誌. 2016 Oct; 90(8):S1750. 
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  29. 大西正展、清水隆昌、赤羽学、面川庄平、川手健次、 田中康仁. 
細胞外マトリックスシート(殺細胞処理骨形成細胞シート)のラット大腿骨重度骨
折モデルにおける骨癒合促進効果. 
日本整形外科学会雑誌. 2016 Oct; 90(8):S1575. 

  30. 奥田哲教、堀井謹子、重松英樹、岩田栄一朗、清水隆昌、森本安彦、 増田佳亮、
赤羽学、西真弓、田中康仁. 
骨髄間葉系細胞と神経幹細胞の共培養細胞シートの開発と脊髄損傷ラットへの移
植効果. 
日本整形外科学会雑誌. 2016 Oct; 90(8):S1775. 

  31. 明神大也、野田龍也、久保 慎一郎、今村知明. 
国保データベース（KDB）を PC で解析するために効果的なデータ抽出方法の検
討. 
医療情報学 プログラム・抄録集. 2016 Nov; 36(suppl.):182. 

  32. 中西康裕、三宅好子、高橋美雪、今村知明. 
看護師の人件費構造分析：年齢階級別モデルの構築と平均年齢の増減による損益
シミュレーション. 
医療情報学 プログラム・抄録集. 2016 Nov; 36(suppl.):238. 

  33. 小川俊夫、及川恵美子、井筒 将斗、中山佳保里、 森 桂、田嶼尚子、今村知明.
ICD-11 改訂作業の現状分析：ICD-11 完成までのロードマップ. 
医療情報学 プログラム・抄録集. 2016 Nov; 36(suppl.):229. 

  34. 久保 慎一郎、野田 龍也 、明神 大也、 加藤 源太、今村 知明. 
NDB（ナショナルデータベース）の課題および留意点と今後の展望. 
医療情報学 プログラム・抄録集. 2016 Nov; 36(suppl.):181. 

  35. 田村光平、秋野憲一、遠藤浩正、宮田勝、宇佐美雄司. 
都道府県における HIV 感染症の歯科医療体制整備状況の経年比較. 
日本エイズ学会雑誌. 2016 Nov; 18(4):280. 

  36. 吉原慎吾、赤羽学、前屋敷明江、今村知明. 
高齢者におけるロコモティブシンドロームと精神的ストレスの関連性. 
第 37 回奈良県公衆衛生学会抄録集. 2016 Dec. 

  37. 吉本和樹、野田龍也、今村知明. 
近隣にすむ重要他者の存在とがん死亡率との関連. 
第 37 回奈良県公衆衛生学会抄録集. 2016 Dec. 

  38. 吉井克昌、野田龍也、今村知明. 
南奈良医療センターの開設が救急搬送へ与えたインパクト. 
第 37 回奈良県公衆衛生学会抄録集. 2016 Dec. 

  39. 西本莉沙恵、岡本左和子、野田龍也、今村知明. 
地域医療連携を推進するための優良事例調査. 
第 37 回奈良県公衆衛生学会抄録集. 2016 Dec. 

  40. 江川琢也、赤羽学、古川彰、井上和也、田中康仁. 
アパタイトコーティングによる生体材料表面における骨形成能促進の可能性. 
第 36 回整形外科バイオマテリアル研究会. 2016 Dec; p.26. 
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  41. 大西正展、清水隆昌、赤羽学、面川正平、田中康仁. 
細胞外マトリックスシート（殺細胞処理骨形成細胞シート）のラット大腿骨重度
骨折モデルにおける骨癒合促進効果. 
第 36 回整形外科バイオマテリアル研究会. 2016 Dec; p.30. 

  42. 奥田哲教、清水隆昌、重松英樹、赤羽学、田中康仁. 
骨髄間葉系細胞と神経幹・前駆細胞の共培養シート移植による完全離断脊髄損傷
ラットの軸索再生と再髄鞘化. 
第 36 回整形外科バイオマテリアル研究会. 2016 Dec; p.35. 

  43. 岡本左和子. 
診断後から治療決断までの段階による糖尿病患者が求める支援の変容. 
第 3 回日本糖尿病医療学学会報告集. 2017 Feb; p.178. 

 

 


